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ロメー トル (およそ東京から博多間)に達します。この坑道 l」r`日

本一の鉱都 "と 呼ばれた足尾銅山を再現する国内最大の坑内
観光です。江戸時代の手掘りの様子から機械化された鉱山の様
子まで、当時の作業会話等を交えて、より親 しみやすく展示い

たしました。鉱山の歴史や内容、また鉱山のもつ様々な仕組み

を知ることができます。
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明治 ,大正時代

あかがね

銅資料鎗
資料館には横間歩立坑や発掘
された鉱石・製錬所の当時の

様子を再現した槙型を展示。
トロッコなども間近に見るこ

とができます。

[D坑竜]
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[B坑竜]
140m

Weicome Ashio Coppermine

ようこそ足尾銅山観光ヘ

●コントロールマシン

江戸時代

坑道入口
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●さく岩機体験コーナー
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ステー シ ョン
(ト ロッコ乗車場)

のぼり階段
(夕守 70千廷) 守
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鋳 銭 声虫 痛管昇憲
≧詣話総

寛永通宝 (一文銭)は江戸末期まで各地で
造られていました。そのうち足尾で造ら

れた寛永通宝にはすべて裏に「足」の字
が亥」まれ「足字銭」と呼ばれています。
ここでは、その足字銭を造る様子を人形
を使って再現 していますので、昔のお金
の造り方がわかります。
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●足尾銅

下 り坂 100m

麟  ●出口・駐車場 IT店ヘ


